
 

 

理事会で（タイトル） 

             振 返 り と 新 た な シ ー ズ ン に 向 け て  

て   

 

                              教育本部長 千  葉  博  樹  

 

             １任期２年を終え、本部長として新たなシーズン（任期）を迎えることになり

ました。この２年の任期を終えて教育本部に変化があったのか、自分が本部長として何ができたのか…。 

 一つ目として、一番初めに動いたのは“基金から借りた 100万円をどうやって返済していくか”でした。

各行事の予算の見直しや行事参加料の見直しをすることで少しの目途ができた。その他に理事や関係者の宿

泊費と理事の日当を削ることでなんとか２年で返済することができました。これは理事、関係者の理解と協

力があって実現できたと感謝しております。 

二つ目は、私が専門委員のころから気に留めていた指導員検定会の合格率の低さでした。昔は各クラブで

毎週のように受験生の強化をしていましたが、最近（特にコロナの影響含）は受験者の人数も少なくなり、

教える側も高齢化のためなかなか思うような講習ができていないことも原因に上げられると思います。そこ

で養成講習会でもっと手厚い指導ができないかを考え指導部と検定部を一つにし、講習会での講師を増やし

充実した講習内容にしたことで合格率はアップされたと思います。また受験会場に出向き検定会前日に検定

バーンでのアドバイスも受験生から好評をいただいております。 

三つ目は、第 63 回全日本スキー技術選手権大会の強化です。 28 年前の田沢湖大会は数年前から開催が

決まっていたため、強化費の捻出もそれほど苦労はしなかったと記憶しています。しかし今大会は前年度に

開催が決まったため、強化費の捻出は難しいと考えまして、スキー連盟関係者の皆様に応援協力金お願いし

た次第です。沢山のご厚意がありまして 11 月に軽井沢、 12 月にハンターマウンティンで合宿を行うこと

ができました。協力いただきました皆様に感謝を申し上げる次第です。また選手もスーパーファイナルに２

名が残り、鈴木洋律君が７位入賞（県のベストリザルト）と須田忠厚君が 31 位と成績を残してくれました。

選手一同からもご協力いただきました皆様に感謝を申し上げたいと預かっております。 

 この他にも様々なことがあると思います。例えば“スキー人口の減少をどう食い止める”や“スキー人口

を増やす手立てはどうするか…”など。 おそらくこれは社会現象となっている今は簡単に解決できるもの

ではないと思います。新たなシーズンでは、減少傾向の度合いを如何に少なくしていくことを考えていきた

いと思っています。指導者研修会は２年に１度の受講で資格が継続できますが、毎年参加してみたくなる研

修会を目指していくことや、新たな行事（個人参加でなくグループ参加）の模索も検討中です。できること

できないこともあると思いますが、有資格者の皆様に楽しんでいただける教育本部になれるように努力をし

ていきたいと思っておりますので、今後ともよろしくお願いいたします。 

 最後に 2027 年３月に行われる第 64 回全日本スキー技術選手権大会及び第 41 回デモンストレーター選

考会の成功と県選手団の活躍とデモ認定です。昨シーズンから関係皆様に応援協力金と題してお願いをし、

合宿の回数も増やし強化をしてまいりました。さらに今シーズンは 11 月初めに中国武漢の室内スキー場と

12 月中旬にハンターマウティンでの合宿を計画しています。目標は女子の決勝出場、男子スーパーファイ

ナル出場とナショナルデモ認定者を増やすことです。開催県の利点を最大限に活かし目標に向かって進んで

います。また、今シーズンも「応援協力金」の依頼について加盟団体長を通じて関係皆様にお願いをする次

第です。本部長になってからお願いばかりで誠に申し訳ありませんが、どうかよろしくお願いいたします。 

すみお願いばかりで誠に申し訳ありませんが、どうかよろしくお願いいたします。 

  


